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Ⅰ．全般アンケート結果（１．今回のプログラムに関するご意見）

P.3

• 創薬に関連の深い厳選されたプログラムで大変勉強になりました。メドケムシンポと異なる演題が多いと創薬セミナーに参加する意義が強まると思います。

• 活発な議論で大変勉強になりましたが、時間管理についてもう少し検討の余地があるように感じました。

• 興味深い話題が多く、質問も非常に活発で刺激を受けた。また、参加者同士の交流も活発で社内では得られないような視点を持つことができ、参加して良かったと感じた。

• 普段は中々社外の方とお会いする機会がないため、今回、他社の創薬に携わっている幅広い方々と交流することができ、大変勉強になりました。

• 普段聞くことのできない領域や、モダリティの基本的なお話から聞くことができ、大変勉強になりました。

• さまざまな分野の内容について、勉強させていただき有意義な時間を過ごせた。

• 幅広い内容で勉強になりました。良かったと思います。

• 様々な分野の講演を聞くことができて、かつ飲み会などで詳しいことを質問できるのでとても勉強になりました。分野外の人向けに分かりやすい発表も多かったので勉強になりました。

• バイオ分野の演題やバイオ×ケミストの演題もあった点が、バイオを専門分野とする身としては非常にありがたかったです。ただケミストの話題もなかなか普段聞く機会がないため、とても新鮮な機

会でした。

• 製薬企業の先生は勿論のこと、アカデミアの中でも創薬に近い研究をされている先生方のご講演をお聞きすることができてよかったです。

• 普通の学会よりも発表時間が長くじっくり内容を聞ける。質問も多く受けてくれており大変参考になるセミナーでした。

• 参加したのは初めてだったが、過去の回からより良い進行になっていることを感じた。講演内容も興味深いテーマが多かった。

• 講演にメドケム系の演題もあると良かった。

• 低分子、モダリティーなどのバランスのとれた内容でよかった。

• 非常に興味深い講演ばかりで勉強になった。化学がバックグラウンドで、受託合成の会社からの参加というところで、内容については難しいと感じましたが、今後の展望などを聞けたのは大きかった。

• 内容が充実で満足でした。

• 自分の専門以外のトピックについても基本的な内容から説明していただけて大変勉強になりました。

• 幅広い分野のご講演があり、良かったです。一方、構造活性相関の話や、合成化学による創薬課題解決の話（ふつうのPKなどの動態/安全性）が少なかったのは、メドケムとして少し寂しくも

ありました。

• 幅広いモダリティと官の話もあってとても勉強になった。

• いろいろな分野の話が聞けてよかったです。



Ⅰ．全般アンケート結果（１．今回のプログラムに関するご意見）

P.4

• バランスよく感じました。

• 興味深い演者を集めて下さってとても良かったです。

• 研究だけでなく、アカデミア、レギュレーション、経営側の考え方を学ぶいい機会になった。

• 専門領域・産学官と幅広い領域のお話を聞くことができてよかったです。

• 全体を通して、これから創薬に身を投じようとしている初学者にはより最適なイントロになる最高の学会だと思いました。また、企業交流の場とし
ても十分にネットワーキングできる機会だと確信しました。

• 少数派であるバイオ系も学ぶところのある講演内容でありがたかったです。

• 産（ベンチャー含む）官学とバランスが良かったです。創薬成功ストーリーも入っており若手の刺激になると思います

• 非常に内容が充実しており、大変勉強になりました。

• 例年通り多様な背景の演者のご講演が含まれており、大変勉強になりました。また、自由討論会とポスターが重ならなかったため、ポスター発表
が盛況だったと思います。

• 全体的に勉強になるプログラムが組まれていてよかった。

• バランスが良く、幅広いトピックに触れ有意義だった

• バラエティに富んだ内容の講演を拝聴したため、創薬関連の研究を広く学べたと思います。

• 多彩な講師による幅広い話を聞くことができた点が良かった。また、他社の研究者との交流を促すような雰囲気はとても良く、人脈を広げることが
できたと感じた。

• 多様な分野、所属からの発表があり、大変参考になった。

• ジャンル問わず色々な企業の方と交流を深められる良い機会だった。

• 素晴らしい先生方の貴重なご講演をお聞きできました。

• 非常に満足しています。

• 全体的に非常に良かった。



P.5

Ⅰ．全般アンケート結果（２．次回プログラムに関するご希望）

• 近年AI創薬に関わる論文が増えてきていると感じているため、リード最適化へのAI利用についての講演があるとありがたいです。

• 低分子創薬の構造最適化のような内容も聞きたかった。

• 今回のように分野が違う人でも分かるレベルの発表が並んでいると参加する意義がとてもあると思います。

• 抗体創薬、抗体とケミストのコラボ等

• 計算化学やAI研究をされている講師の先生が1名おられると嬉しいです。（筑波大学広川先生、東京科学大学大上先生など）

• メドケムの内容をしてほしい

• 創薬というところで、活性やタンパク質の構造解析に関する講演が多かったので、合成に焦点を当てた講演もあると勉強になると感じた。

• AI創薬関連、社長講演、スタートアップ（コウソミル、リジュネフロ、Jファーマなど）

• TAK-861関連、AI創薬関連（シュレーディンガー社、Elix社）

• 引き続き社長講演をお願いしたいです。

• 藤原大佑先生（大阪公立大）、武元宏泰先生（京都府立医科大）のご講演が聞きたいです。両先生とも特に製薬化学企業経験の
あるアカデミアの中堅研究者であり、今後の若手の企業やアカデミア創薬研究者の人生の指針になると思います。

• ボストンのサイトやエコシステムで働く日本人の講師、例えばキッセイ薬品の伏見氏など如何でしょう

• 最近のAI/In silico創薬に関して（講師名は思いつきません）

• 強いて言えばですが、低分子に関する講演内容が少なかったように感じます。実際に、医薬品を創出したメディシナルケミストの方の講演を聴
けると幸いです。

• 合成技術についてあると有難いです。

• 講師に関して、今回と同様の産学のバランスで選定していただけると非常に良いセミナープログラムになると感じています。



Ⅰ．全般アンケート結果（3．希望する新企画について）

P.6

• コンピュータ関連に強いような方とIn silico創薬について相談できる場があるとありがたいです。

• 若手の創薬研究者も多数ご参加されるイベントということもあるので、初学的な講義など別途開催して
いただけますと大変勉強になるかと思いました。

• 研究を支える周辺技術の紹介

• Panel Discussionとか。

• エクスカージョン

• 珈琲は随時設置してもらえると嬉しいです。ポスターは企業もオッケーだと嬉しいです。



Ⅱ．自由討論会アンケート結果

（4．グループ分けについてのご意見)

P.7

• 有意義な時間を過ごすことができました。

• 様々な所属の方とお話しできて良かったです。

• 様々な背景を持った方が集まることができ、有意義なグループでした。

• 社外の様々な製薬会社所属の研究者とディスカッションをできて貴重でした。

• 参加企業の偏りもなく、人数も丁度良かったです。

• 背景や年次まで異なる色々な方とお話してできて、とても良かったです。

• 年次や分野が程よく分散しており良かったと思います。

• 分野を代表するベテランから若手までバランスよかったともいます。

• 希望通りのテーマグループに参加することができました。人数の規模も討論に丁度いいくらいだと感じました。

• テーマ希望が通っており、グループメンバーについても幅広い分野の方と議論したいという希望に配慮されているように感じた。

• 年次も近い方が集められており、非常に話しやすかった。

• 抗体関連の参加者が少ない中、合成・薬理・抗体それぞれを専門とする人数がグループ内で均等に配分されていてありがたく思いました。

• 皆さんニューモダリティについて熱く意見があるメンバーで勉強になりました。

• バイオの人、ケモの人、計算の人が入ったグループで、さまざまな視点の意見を聞くことができてよかったです。

• 若い人だけでなく、社会人歴長く転職経験ある方も入っていたので、非常に多面的な議論ができた。

• DryからWetまで幅広く研究をされている方と意見交換が出来、大変有意義な場でした。

• 時代に沿った話題でよかったと思います。専門の方が中心にいらしたので、議論の内容も充実していたと思います。

• 創薬の知識がない私でも参加できるような内容での議論をしてくださり、非常に助かりました。様々な企業の方と交流できたのはとても大き
かったです。



P.8

Ⅱ．自由討論会アンケート結果

（5．討論についてのご意見）

• 知りたかった内容について存分に討論することができた。

• 各社の興味や課題が聞けて良かったです。話しやすい雰囲気でした。

• 各会社の現状を踏まえた討論をすることができ、大変参考になりました。

• クローズドな会で発言がしやすかったので、今後もこの実施形式で討論会を開催していただきたいと思いました。

• アカデミアから他社の製薬企業の方まで、多様な意見を伺えて有意義な討論会でした。

• 大変意見が飛びかって活気がありました。私もたくさん意見できて充実していました。

• 自分の議論したい内容だけでなく、他の方が抱える創薬の悩みや考えを聞いて非常に参考になりました。モチベが上がりました。

• とても有意義でした。各社や年代ごとの悩みについてたくさんディスカッション出来ました。

• ファシリテーターの方が話をまわしてくださったので、話しやすかったです。計算をする人と依頼する人、どちらの意見も聞くことができて、今後

の参考になりました。

• ファシリテーターの方が各参加者に、話を振ってくれたり、会議を適切にリードしてくれたこともあり、活発な意見交換ができ、満足しています。

• グループにもよったかと思いますが、各部屋を回っていらっしゃるかたにもタイミングが合えばファシリテーターの方がお話を振ってくださり、色んな

方のお話を伺うことができで為になりました。

• もともと提示いただいたテーマの話もしましたが、討論時間のうち半分程度はざっくばらんな情報交換会、という感じでした。個人的にはその

方が気軽に情報交換ができたので良かったです。普段、なかなか聞けない各社の事情を聴けて大変有意義でした。参加してよかったです。



Ⅱ．自由討論会アンケート結果

（6.今後のテーマについてのご意見）

P.29

• 今回のテーマ群が適切であったように感じました。

• 今後も同様のテーマ設定で継続すると良いかと思う

• 是非、ニューモダリティについて継続していただけると良いかと思います。

• バランス良くテーマが設定されていたと思います。追加するとしたらスケールアップ合成等のテーマが良いかもしれません。

• 講師の先生の発表について、講師の先生を交えて議論できると良いと思った。

• 討論テーマの指す範囲が広かったので、いずれの参加メンバーも、あまりイメージアップできないままに参加していたように思います。また、
テーマ内容だけを見ると敷居が高そうに感じて、参加を躊躇した方もいたのではと感じました。いっそのこと、完全にテーマフリーにするか、
部門や専門領域ごとに分けるか、同じ部門の人と話したいor異部門の人と話したいか、といった風に分けた方が、参加しやすいのではな
いかと感じました。

• テーマ分けの文言がどんなテーマになるのか分かりにくいものもあったので、そこを改善頂けると良いかもしれません。

• 今回1グループだったキャリアパスが一番人気なように感じたので、キャリアパスが2グループでもいいのかなと思います。

• 昼食も含め、1つのグループで話す時間が長いと感じたので、1時間程度のテーマ入れ替え制で実施してもよいと思った。

• 計算科学をバックグラウンドにした専門家が増えると議論はよりよくなると思います。



Ⅲ．創薬相談会アンケート結果
（7.参加された方のご感想）

P.10

• 行き詰ったときの対処法などを具体的に教えてくださって大変参考になった。

• ふわっとした相談内容だったのですが、お話しをしていくなかで考えがまとまっていったのでとても有意義な時間でした。とても丁
寧に話を聞いてくださったので、話しやすかったです。他社の方とキャリアについてお話しする機会は今までなかったので、参加し
てよかったと思いました。

• 不安に思っていたことについて相談できて良かったです。会社目線の視野を見ることができて、知見が広まりました。

• 話しやすく、非常に有意義な時間を過ごせた。

• 今後どんな人にアドバイスをもらえば良いか分かり、有意義でした。

• 普段なかなかお話が聞けないような、他社で活躍されている女性社員のお話が聞けて大変良かったです。キャリアについてご
相談をさせていただいたのですが、広い視野でアドバイスをいただけて大変参考になりました。ありがとうございました。

• あまり準備せずに参加したのですが、ざっくばらんにお話し頂いて有意義な時間でした。今後も継続頂ければと思います。

• 大変有益な意見をいただきました。

• 他社の方とお話しすることで、現在の自分の状況が特殊ではなく、多くの方が通る道であると認識できた。また、現在の自分
の取り組みが妥当であることを認識でき、今後のキャリア形成の方向性が明確になった。

• キャリア相談含めて、会社に勤めている中での悩みを相談することができました。他社の上の役職の人と話ができる機会はな
かなか無いので、上の立場ならではの経験を元にしたアドバイスをもらうことができました。



ありがとうございました。
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